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要　　　　　旨

本研究は， 年ロンドンオリンピックの出場権をかけた世界最終予選女子バスケット
ボール競技における日本代表チームの計 試合を対象に，規定時間（ 分）を 分毎に分
割し，獲得得点の標準偏差よりゲームの流れを捉えた。また，ゲームテンポの遅速につい
ては，角速度と周期より分析を試みた。その結果，敗戦した ゲームは，ゲーム序盤に，
数値上，顕著な劣位を示し，この時間帯の流れが致命的な敗因となった。遅速を捉えると，
日本チームの優位な時間帯は，比較的ゆっくりしたペースでゲームが進行していた。

Ⅰ．緒　言

バスケットボールゲームにおいて，ゲーム中に発現されるプレー事象を数量化すること
は，チーム戦力の把握やプレーヤーの競技力を客観的に捉え，効果的な作戦立案や合理的
な練習立案を行うための資料として重要である。これまで，筆者は，主に「マルコフ過
程」注 ） ） ） ）による手法を用いてプレーヤーの諸技術及びチーム戦力の数量化についての
総合的な研究を継続中であり，既に幾つか報告 ） ） ） ）） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）している。
翻って，バスケットボールは，対峙する チーム間で，一定時間プレーし，得点の多寡

を競う競技である。そのゲーム構造は，オフェンスとディフェンスの両局から成り，オ
フェンスは，いかに得点を挙げられるかを目的とし，他方，ディフェンスは，いかに相手
チームのオフェンスを封じ，得点を最小限に抑えられるかを目的とする。この目的達成の
成否によって，勝敗が決定されるが，その分岐要因には，枚挙に遑がない。直接的には，
相手を上回る攻撃回数（延いてはシュート試投数）と高確率のシュート力により決するこ
とは自明のことであろう。そして，攻撃回数の増減には，「ボール所有」が争点になること
から，一義的には，リバウンド力の優劣やターンオーバーの発生数により，二義的には，
ゲーム展開（テンポ）の遅速によることがその増減に多大な影響を及ぼすものと考えられ
る。吉井 ）は，「戦力優位なチームは，原則としてテンポは速くすべきである。」と指摘す
る。実際のゲームでは，個人の能力差やチームの戦力差によって，テンポ，或いはペース
等で捉えられるプレーの「流れ」，即ちゲーム展開上に現れるプレーの時系列推移は，得点
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経過の変動とともに，攻防の成否に多大な影響を及ぼすものと考えられる。よって，ゲー
ムの遅速を的確に判断するためには，遅速の相違点とその得失についての客観的なデータ
を持つことが求められる。
そこで，本研究は，女子日本代表チームを分析対象にして，規定時間を 分毎に分割し，

獲得得点の標準偏差によりゲームの「流れ」を捉え，また，角速度注 ）と周期注 ）からゲー
ムテンポの遅速について分析を試みた。併せて，勝敗に直間接に関与する諸因子を抽出
し，分析に加味した。

Ⅱ．研究の方法

．分析の対象
年ロンドンオリンピック出場権をかけた世界最終予選（OQT）女子バスケットボー

ル競技における日本代表チームの計 試合を分析対象とした。なお，日本の成績は，トル
コ戦（ － ），プエルトリコ戦（ － ），チェコ戦（ － ），韓国戦（ － ），カナ
ダ戦（ － ）の 勝 敗であった。
．分析の方法
各ゲームについて，「日本の得点推移」，「相手チームの得点推移」，「 チーム間の得点差

の推移」の 点から分析した。 試合 分を 分毎に 分割し，各チームの得点と得点差
を基に，得点差の平均（ａ ）と標準偏差（σ）を算出し，優劣な時間帯を捉えた。ゲー
ムテンポの遅速の数値化については，基本攻撃回数（ｎ），角速度（α），周期（Ｓ）の値
をそれぞれ算出し，その値を基に，波状の図式化よって，ゲームテンポの遅速や流れを捉
えた。
基本攻撃回数（N）
基本攻撃回数は，Y大女子バスケットボール部が採用しているCPソフトウエアの
Cyber Sports for Basketballによりデータを抽出し，下記の数式から算出した。

標準偏差（σ）
標準偏差は，その値が対戦チームの戦力差の有無を判断するための基準となる範囲を

示すものである。 チーム間の得点差が標準偏差の範囲内であれば安定したゲーム運び
ができており，得点差が標準偏差よりも＋側に突出していれば，自チームにとって良い
流れである。一方，－側に突出していればその時間帯は，望ましくない流れでゲームが
進行している。標準偏差（σ）の算出方法は，次の通りである。なお，ａは，ｉ分時の
日本から捉えた得点差，ａ は， 分毎の得点差の平均値を表す。

T;査肴察宰舂 Q4E;妻墾斎昏策瑳鷺采懇策彩伹 UP;座察策梱察采察舂

H;査肴察宰癩蝿舂 Q4P瑍梱斎昏策瑳鷺采懇策彩伹
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角速度（α）と周期（Ｓ）
バスケットボールの試合時間を半径「 」の円で表すと，その円周上を 単位時間当

たりに進む速さが角速度（α））である。角速度（α）は，ゲームテンポの遅速を示し，
角速度が大きければ，ゆったりとしたゲームテンポで進み，小さければ，より速いゲー
ムテンポで進行しているといえる。また，周期（Ｓ）は，角速度と同様，ゲームテンポ
の遅速を示す指標となる値である。周期の値が小さい時間帯は，速いゲームテンポ，周
期の値が大きい時間帯は，ゆったりとしたゲームテンポで進行している。角速度と周期
の算出式は，次の通りである。なお，γは，√ ×σを用いて算出し，αを角速度，β
を初期条件注 ），ａ は， 分毎の得点差の平均値である。

Ⅲ．結果と考察

．勝敗諸因子
攻撃回数
各ゲームにおける日本の基本攻撃回数は，対トルコ戦 ．回，対プエルトルコ戦 ．

回，対チェコ戦 ．回，対韓国戦 ．回，対カナダ戦 ．回であり，平均 ．回であっ
た。これは 回の攻撃時間は，大凡 秒であり，アップテンポなゲームでなかったこと
が窺える。後述するが，この数値は，日本にとって望ましい数値であり，長身者チーム
に対して戦う目安になるものと考えられる。次に，基本攻撃回数にオフェンスリバウン
ド数を加算した攻撃回数は，日本 ．（OR＝ ）に対して，トルコ ．（OR＝ ），日
本 ．（OR＝ ）にプエルトルコ ．（OR＝ ），日本 ．（OR＝ ）にチェコ ．
（OR＝ ），日本 ．（OR＝ ）に韓国 ．（OR＝ ），日本 ．（OR＝ ）にカナダ
．（OR＝ ）であった。敗れた対トルコ，チェコ，カナダ戦での日本の攻撃回数が
回であり，相手は 回である。 回差の攻防成否が勝敗に影響を及ぼしたことは明らか
である。
ターンオーバー
周知の通り，シュート数（攻撃回数）の増減にはターンオーバー数が連関する。ター

ンオーバー数は，日本 本にトルコ 本，日本 本にプエルトルコ 本，日本 本に
チェコ 本，日本 本に韓国 本，日本 本にカナダ 本であった。此処で，ターン
オーバー 本の得点（チームにとっては－数値）を算出すると，日本－ ．（ ／ ．），
トルコ－ ． （ ／ ．）になり， 本当たり－ ． 点になる。従って，日本－ ．
（ ×－ ． ），トルコ－ ．（ ×－ ． ）の損失であった。同様に，日本対プエルト
ルコ戦では，日本－ ．，プエルトルコ－ ．，日本対チェコ戦は，日本－ ．に対し
チェコ－ ．，日本対韓国は，日本－ ．に韓国－ ．，日本対カナダは，日本－ ．
にカナダ－ ．である。チェコ戦，カナダ戦の相手チームの損失はいずれも－ ．であ
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り，日本のディフェンスが最大限機能していたことが窺える。
身長差とリバウンド
攻撃回数の増減に著しく関与するのがリバウンド獲得数であり，そして，リバウンド

と強い相関因子は，プレーヤーの身長である。各チームのスタートメンバーの平均身長
は，チェコ ．cm，カナダ ．cm，トルコ ．cm，韓国 ．cm，プエルトルコ
．cm，日本 ．cmであり，日本は最低身長であった。しかもチェコとは cm差が

あり，戦前にリバウンド獲得の厳しさが窺える。事実リバウンドの実際値は，日本
（OR＝ 　DR＝ ）にトルコ （OR＝ 　DR＝ ），日本 （OR＝ 　DR＝ ）にプエ
ルトルコ （OR＝ 　DR＝ ），日本 （OR＝ 　DR＝ ）にチェコ （OR＝ 　DR
＝ ），日本 （OR＝ 　DR＝ ）に韓国 （OR＝ 　DR＝ ），日本 （OR＝ 　DR
＝ ）にカナダ （OR＝ 　DR＝ ）であった。就中，カナダ戦は，約 倍差の劣位を
示した。
次に，身長によるリバウンド獲得数差並びに得点差について，日本対チェコを例にし

て詳細分析を試みると，スタート平均身長差は，チェコ cm，日本 cmで，前述通
り，その差は， cmである。チェコのリバウンド獲得割合は， ＋ （平均身長差）／
＋ ＋ ＝ ． ，即ち総リバウンド数の ％を支配することになる。従って，リバウ

ンド総数 本とすると身長のみで捉えたリバウンド獲得数は，チェコ 本（ × ． ），
日本 本（ － ），その差 本となる。OQTでの実際値は，総数 本の内，チェコ
本，日本 本で，その差は， 本であり，この数値は，日本の健闘振りが窺える。筆者
の分析では，平均身長 cmは，リバウンド獲得本数に ．～ ．本の差が生じる。また，
リバウンド 本は，得点に換算すると ． ～ ． 点であり，対チェコ戦の机上の得点差
は， ．（ × ．）となり，日本は， ．点のビハインドでゲーム開始していることに
なる。

．角速度（α）と周期（Ｓ）から捉えたゲームテンポの遅速
チームにとって良い流れと，悪い流れの両極でゲームが展開されている時間帯がある。

そこで，それぞれの時間帯の角速度と周期を算出し，「ゲームテンポ」について，標準偏差
とQ毎の勝敗の観点からデータ化した。
　標準偏差から捉えたQ毎の角速度と周期
表 は，各Q毎の角速度と周期を示した。なお，表の「時間帯」には，トルコ戦の第
Qを － ，チェコ戦の第 Qを － 等と表した。角速度の平均値を算出した結果，

日本にとって良い流れで試合を進めていた時間帯の平均値 ． は，悪い流れの時間帯の
平均値 ． を ． 下回った。同様に，周期の平均値を算出すると，「＋」の平均値 ．
は，「－」の平均値 ． を ． 上回った。上記の結果から，日本にとって良い流れの時間
帯の速さは，悪い流れの時間帯より，ゆっくりとしたペースで進んでいることが窺える。
　Q毎の勝敗から捉えた角速度と周期
表 は，各Q毎の勝敗から捉えた角速度と周期を示した。日本の得点が相手チームの
得点を上回ったQを「＋」とし，下回ったQを「－」として，それぞれのQの角速度と周
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期の値を表に纏めた。更に，「＋」と「－」においてそれぞれの角速度と周期の平均値を
算出して比較した。日本の得点が相手チームの得点を上回ったQの角速度の平均値は，
． であり，下回ったQの角速度の平均値 ． を ． 減少した。同様に，周期の平均値
を算出すると，「＋」の平均値 ． は，「－」の平均値 ． を ． 上回った。上記の結果
から前述同様，日本にとって良い流れの時間帯の遅速は，悪い時間帯よりもゆっくりと
したペースで進んでいることが捉えられる。

．各ゲームの詳細分析
日本対トルコ
表 は，日本対トルコ戦における 分毎の得点推移，表 は，その得点推移と標準偏

差，表 は，日本から捉えた得点差と標準偏差，表 は，角速度と周期を示したもので
ある。また，図 は， 分毎の得点差と標準偏差，図 は，角速度と周期を図示した。得
点差の標準偏差（σ）は，Q毎に ． ， ． ， ． ， ． であった。Q毎の標準偏差は，
日本を基準とした場合，顕著に＋へ突出している時間帯が ヶ所，－側に突出している
時間帯が ヶ所存在する。特に，第 Qの ～ 分の 分間で 点差の劣勢であり，こ
の時間帯は，標準偏差を ． 下回っている。また，第 Qの ～ 分の 分間は，標準
偏差を ． 下回り，日本にとって厳しい時間帯であったことが窺える。この時間帯のト
ルコの得点推移は，標準偏差を ． 上回っていることから，日本のディフェンスが顕著
に脆弱であった。第 Qは，開始後 分間において，標準偏差よりも＋に ． 突出して
おり，このゲーム最大値が認められ，また，日本の得点推移の標準偏差は， ． 上回っ
ていることから，日本にとって優位な時間帯であるといえる。更に，－側に突出した時
間帯がないことから，安定したゲーム運びができていたと窺える。第 Qの角速度は，
試合を通して ． 大きく，周期は， ． 小さくなっていることから，このQは，比較

的テンポの速いゲーム展開であった。また，日本にとって流れが良くなった第 Qは，
前半のゲームテンポと比すと，角速度は，下回り，遅めのテンポで試合が進行していた
ことが窺える。

表 　各Ｑ毎の角速度（α）と周期（Ｓ）

－（Ｓ）－（α）時間帯＋（Ｓ）＋（α）時間帯
1．205．221－23．251．931－1
5．811．081－44．651．351－3
3．611．742－14．651．352－3
5．061．242－43．691．703－3
3．591．753－15．021．253－4
1．451．454－43．381．864－1
5．371．175－16．900．914－2
＊＊＊3．591．754－3
＊＊＊4．761．325－3
＊＊＊4．191．505－4
－（Ｓ）＋（Ｓ）－（α）＋（α）＊＊
3．73　4．501．951．49角速度と周期

表 　Ｑ毎の勝敗から捉えた角速度と周期

－（Ｓ）－（α）時間帯＋（Ｓ）＋（α）時間帯
3．251．951－14．651．351－3
1．205．221－23．611．742－1
5．811．081－43．341．883－2
3．901．612－25．021．253－4
2．591．753－13．381．864－1
3．691．703－36．900．914－2
4．331．454－43．591．754－3
3．631．175－25．371．735－1
4．761．325－34．191．505－4
－（Ｓ）＋（Ｓ）－（α）＋（α）＊＊
3．804．451．911．55角速度と周期
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表 　日本対トルコ戦の 分毎の得点推移

　得点差トルコ日本（分）
0000
－7922
4044
－4406
2028
－13210
－13212
04414
04416
－55018
14520
70722
－36324
－36326
12328
－22030
－55032
－22034
32536
02238
12340

表 　日本（Ｊ）とトルコ（Ｔ）の得点推移と標準偏差（σ）

MinMax（σ）平均項目
2．532．532．530．00第1Q

J －1．973．972．971．00第2Q
－3．191．192．19－1．00第3Q
－1．983．182．580．60第4Q
－5．746．946．340．60第1Q

T －0．550．950．750．20第2Q
－4．073．273．67－0．40第3Q
－4．024．024．020．00第4Q

表 　日本から捉えた得点差と標準偏差（σ）

MinMax（σ）平均項目
－5．632．434．03－1.60第1Q
－0．550．950．750．20第2Q
－3．793．793．790．00第3Q
－3．332．132．73－0．60第4Q

表 　日本対トルコ戦のＱ毎の角速度（α）と周期（Ｓ）

第1～4Q第4Q第3Q第2Q第1Q項目
1．631．081．355．221．93（α）
3．855．814．651．203．25（Ｓ）

図 　日本対トルコ戦における 分毎の得点差と標準偏差

図 　日本対トルコ戦における角速度と周期のゲーム展開の相関図
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日本対プエルトリコ
得点差の標準偏差（σ）は，Q毎に ． ， ． ， ． ， ． であった。 試合を通し

て，標準偏差の範囲よりも＋側に突出している時間帯が ヶ所，－側に突出している時
間帯が ヶ所あった。前半は，標準偏差外の時間帯が複数あるが，得点差の格差は少な
く，比較的安定したゲーム運びであることがわかる。第 Q，第 Qの角速度は，
． ， ． ，周期は， ． ， ． であり，後半に比べてテンポの速いゲームを展開して
いたといえる。テンポの速いゲームであっても，安定したゲーム運びであるのは，両者
点を取り合い，流れを渡さず，戦力が拮抗していたと考えられる。後半は，標準偏差よ
りも＋側に突出している時間帯が カ所存在し，－側の突出している時間帯は カ所で
あった。第 Qは，標準偏差よりも－側に突出している時間帯は無く，優位にゲームを
進行しているQであると捉えることができる。特に，第 Qの ～ 分と第 Q ～
分の時間帯は，共に標準偏差をそれぞれ ． ， ． 上回り，日本にとって良い流れで
あった。第 Qと第 Qの角速度は， ． ， ． ，周期は， ． ， ． であった。前半
と比較すると，後半の角速度の値は， ． 上回り，周期は， ． 下回っていることから，
後半のゲーム展開は，ゆっくりとしたペースで進行していることが捉えられる。

 

表 　日本対プエルトリコ戦の 分毎の得点推移

得点差プエルトリコ日本（分）
0000
1232
5274
2246

－3308
32510

－14312
－23114
－44016
12318
04420

－22022
24624
42626
14528
05530
16732
42634
35836

－58338
－36340

表 　日本（Ｊ）とプエルトリコ（Ｐ）の得点推移と標準偏差

MinMax（σ）平均　項目
－2．744．743．741．00第1Q

J －2．141．741．94－0．20第2Q
－3．053．453．250．20第3Q
－2．982．182．58－0．40第4Q
－0．621．421．020．40第1Q

P －1．222．021．620．40第2Q
－1．632．031．830．20第3Q
－2．592．992．790．20第4Q

表 　日本から捉えた得点差と標準偏差（σ）

　MinMax（σ）平均項目
　-1．054．252．651．60第1Q
－2．920．521．72－1．20第2Q
－1．003．002．001．00第3Q
－3．463．463．460．00第4Q

表 　日本対プエルトリコ戦のＱ毎の角速度（α）と周期（Ｓ）

第1～4Q第4Q第3Q第2Q第1Q項目
1．371．241．351．611．74（α）
4．585．064．653．903．61（Ｓ）
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日本対チェコ
得点差の標準偏差（σ）は，Q毎に ． ， ． ， ． ， ． であった。 試合通して

見ると，標準偏差の範囲よりも＋側に突出している時間帯が ヶ所あり，逆に－側に突
出している時間帯は ヶ所あった。第 Qは，スタート時の 分間で 点差の劣勢，特
に， ～ 分の日本は，得点差の標準偏差を ． 下回り，この試合を通して最悪の時間
帯となった。第 Qは，標準偏差の範囲から＋にも－にも顕著に突出している時間帯は
なく，また，角速度と周期を見ても，それぞれ ． ， ． と平均的な値であり，戦力が
拮抗したQと考えられる。第 Qの後半から第 Qにかけては，日本にとって良い流れ
でゲームが進み，特に，第 Qの ～ 分の時間帯は，標準偏差を ． 上回り，更に，
得点推移の標準偏差を ． 上回った。オフェンスが機能し，また，日本にとって流れの
良い第 Qの角速度は，いずれのQよりも小さく，ゆっくりとしたテンポでゲームが進
行していたといえる。
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♧
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図 　日本対プエルトリコ戦における 分毎の得点差と標準偏差

図 　日本対プエルトリコ戦における角速度と周期のゲーム展開の相関図
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殀

♧

收
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表 　日本対チェコ戦の 分毎の得点推移

得点差チェコ日本（分）
0000
－5502
－7704
0006
2028
－35210
02212
20214
－13216
03318
14520
02222
－33024
13426
33628
－23130
43732
50534
－22036
02238
－13240

表 　日本（Ｊ）とチェコ（Ｃ）の得点推移と標準偏差（σ）

MinMax（σ）　　平均　項目
－0．401．200．800．40第1Q

J －0．201．400．800．60第2Q
－4．102．503．30－0．80第3Q
－3．513．913．710．20第4Q
－3．435．534．431．00第1Q

C －2．341．942．14－0．20第2Q
－1．180．780．98－0．20第3Q
－1．671．671．670．00第4Q

表 　日本から捉えた得点差と標準偏差（σ）　

MinMax（σ）平均項目
－5．18－0．022．58－2．60第1Q
－0．621．421．020．40第2Q
－2．341．942．14－0．20第3Q
－1．593．992．791．20第4Q

表 　日本対チェコ戦のＱ毎の角速度（α）と周期（Ｓ）

第1～4Q第4Q第3Q第2Q第1Q項目
1．281．251．701．881．75（α）
4．915．023．693．343．59（Ｓ）

図 　日本対チェコ戦における 分毎の得点差と標準偏差

　図 　日本対チェコ戦における角速度と周期のゲーム展開の相関図
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日本対韓国
得点差の標準偏差（σ）は，Q毎に ． ， ． ， ． ， ． であった。 試合通して，

標準偏差の範囲よりも＋側と－側に突出している時間帯は，それぞれ ヶ所あった。第
Qは， 分毎では，得点はすべての時間帯において，日本は韓国を上回っている。特
に， ～ 分の時間帯は，標準偏差を ． 上回り，この試合を通して，日本にとって良い
流れでゲームが進行していた。他の 試合において，日本にとって良い流れでゲームを
進めることができている時の角速度は，小さく，周期は，大きくなる傾向があった。し
かし，韓国戦の第 Qの角速度は， ． と平均よりも大きく，周期は， ． と平均より
も小さい値が算出され，比較的速いゲーム展開で進んでいたことが窺える。第 Qは，
標準偏差より＋側と－側に 回突出している時間帯が存在するが，角速度と周期は，そ
れぞれ ． ， ． が算出され，この試合で最も安定したゆっくりとしたペースで試合が
進行していたとことが窺える。

 

表 　日本対韓国戦の 分毎の得点推移

得点差韓国日本（分）
0000
3252
5054
9096
2248
60610
05512

－20014
－12216
15518
46620
02222
56624
02226

－22228
26630

－20032
24434
06636

－14438
－30040

表 　日本（Ｊ）と韓国（Ｋ）の得点推移と標準偏差（σ）

MinMax（σ）平均項目
－2．484．883．681．20第1Q

J －2．832．832．830．00第2Q
－3．583．583．580．00　第3Q
－4．892．493．69－1．20　第4Q
－1．791．791．790．00第1Q

K －2．403．202．800．40第2Q
－0．621．421．020．40　第3Q
－2．432．032．23－0．20　第4Q

表 　日本から捉えた得点差と標準偏差（σ）　

MinMax（σ）平均項目
2．557．452．455．00第1Q
－1．662．462．060．40第2Q
－1．373．372．371．00第3Q
－2．520．921．72－0．80第4Q

表 　日本対韓国戦のＱ毎の角速度（α）と周期（Ｓ）　

第1～4Q第4Q第3Q　第2Q第1Q項目
1．101．451．750．911．86（α）
5．714．333．596．903．38（Ｓ）

殀

♧

收

n/m 遍 蕁 侮珙薙珩

図 　日本対韓国戦における 分毎の得点差と標準偏差
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日本対カナダ
得点差の標準偏差（σ）は，Q毎に ． ， ． ， ． ， ． であった。標準偏差の範

囲よりも＋側に突出している時間帯が ヶ所あり，逆に－側に突出している時間帯は
ヶ所存在した。第 Q終盤から第 Qの序盤にかけては日本ペースであったが，この

時間帯以外は，常時カナダの流れであった。特に，第 Q開始後 分間で 点差の劣勢
であり， ～ 分の時間帯は，標準偏差を ． 下回った。第 Q ～ 分の時間帯は，
得点差の標準偏差を ． 上回り，次の ～ 分の時間帯は，標準偏差を ． 下回った。
従って，第 Qの序盤において日本が流れを掴みかけたが，再度カナダのペースで試合
が進行したことが分かる。第 Q ～ 分の時間帯は，標準偏差を ． 上回り，この
ゲーム日本の最良の波であった。また，日本の得点推移は，標準偏差を ． 上回り，オ
フェンスがうまく機能していた。角速度と周期は，日本にとって良い流れの第 Qと第
Qの角速度は， ． ， ． と小さく，比較的ゆっくりとしたペースでゲームが進行し

ていた。
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図 　日本対韓国戦における角速度と周期のゲーム展開の相関図

表 　日本対カナダ戦の 分毎の得点推移

得点差カナダ　日本（分）
0000

－4402
－5724
0446

－1438
02210
40412

－36314
13416
32518

－15420
－24222
－46224
02226

－23128
40430
50532
22434

－55036
22438

－210840

表 　日本（Ｊ）とカナダ（Ｃ）の得点推移と標準偏差（σ）

MinMax（σ）平均項目
－0．961．761．360．40第1Q

J －0．801．601．200．40第2Q
－1．671．671．670．00第3Q
－2．263．863．060．80第4Q
－2．333．132．730．40第1Q

C －2．783．983．380．60第2Q
－3．491．492．49－1．00第3Q
－1．635．633．632．00第4Q

表 　日本から捉えた得点差と標準偏差（σ）

MinMax（σ）平均　項目
－4．100．102．10－2．00第1Q
－1．763．362．560．80第2Q
－3．511．912．71－0．80第3Q
－3．103．903．500．40第4Q

表 　日本対カナダ戦のＱ毎の角速度（α）と周期（Ｓ）

第1～4Q第4Q第3Q第2Q第1Q項目
1．371．501．321．731．17（α）
4．584．194．763．635．37（Ｓ）



大神　訓章

Ⅳ．まとめ

本研究は， 年ロンドンオリンピックの出場権をかけた世界最終予選バスケットボー
ル競技における日本代表チームの計 試合を対象に，規定時間（ 分）を 分毎に分割し，
獲得得点の標準偏差よりゲームの流れを捉え，また，ゲームテンポの遅速については，角
速度と周期より分析を試みた。
結果を要約すると次の通りである。
．日本チームの基本攻撃回数は， 回（ sec／ 回）であった。
．ターンオーバーによる損失は，－ ．（日本）～－ ．点（チェコ・カナダ）であった。
．リバウンドは総じて健闘したが，カナダ戦は，敗戦の一因になった。
．敗戦した対トルコ戦，対チェコ戦，対カナダ戦のゲーム開始時 ～ 分において，標
準偏差の範囲をそれぞれ ． ， ． ， ． 下回った時間帯が存在した。これは，ゲーム
序盤に，顕著な劣位を示したことを意味しており，敗因のひとつであった。
．敗戦した 試合における第 ～ Qの角速度と周期は，それぞれ ． ， ． である。
勝利した 試合と比べると，角速度は，上回り，周期は，下回ったことから，速いゲー
ムテンポであった。
．ゲームテンポの遅速について，各Q毎に標準偏差から捉えた場合，角速度は，「＋」が
「－」を ． 下回り，周期は， ． 上回った。また，Q毎の勝敗から捉えた場合，角速度
は，「＋」が「－」を ． 下回り，周期は， ． 上回った。従って，Q毎に分割して数値
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図 　日本対カナダ戦における 分毎の得点差と標準偏差

図 　日本対カナダ戦における角速度と周期のゲーム展開の相関図
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化した際も，日本にとって良い流れの時間帯は，速いペースではなく，比較的ゆっくり
としたペースであった。

注

注 ）次に起こる事象の確率が現在の値だけで決定され、過去の経過と無関係であるとい
う性質を持つ確率過程のこと。

注 ）物体が回転運動をするときの回転の速さを，単位時間の回転角で表したもの。
注 ）半径を としたときの円の直径は であり，π＝ ． とすると，この円周の長さは
． となる。その円周の長さ， ． を角速度（α）の値で除した値を指す。

注 ）xが のときのyの値を指し，円周上での始点のこと。
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Summary

Kuniaki OGA*：
An Analysis of the Basketball Games on the Tempo of 

Wemen's Team Japan
―2012 FIBA London Olympic Qualifying Tournament―

  
This study was analyzed the team representing Japan in the world women's basketball 

qualifying tournament for the 2012 London Olympic,through their 5 games. For an 
interval of 2 minutes within a set time of  40min., the team managed to control the flow of 
the game and not the standard deviation of the winning score.With regards to the game's 
tempo, the angular velocity of the ball within the periods was tried out.
As a result, 3 games were lost. At the start of these games, the team showed visible 

weakness and the flow of the game contributed to the loss initially.The remaining games 
then progressed with Japan considerably slowing down their pace which worked to their 
advantage.

(*Course of Sports,Faculty of Education,Art and Science)




